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1-5構 成 内 容 と時 間 配 分(3H)

1.給 与 シ ス テ ム の 事 例 研 究

1.1サ ブ シ ス テ ム の 例0 .5H

1.2シ ス テ ム の 目標 例1 .OH

1.5シ ス テ ム 要 件0 .5H

t-4月 初 処 理1 .OH

2.販 売 シ ス テ ム事 例 研 究(自 習)

2.1シ ス テ ム要 件

2.2シ ス テ ム の 概 要

1.給 与 シス テ ムの 事例 研 究(#1)

1.1 サ ブシ ス テ ム の例

(主 な項 目)

・ 毎 月 の給 与 計算 シ ス テム

・ 賞 与 計算 シ ステ ム

・ ベー ス ・ア ップに よ る 差額 計算 シ ステ ム

・ 年 末調 整 シ ステ ム

(指 導 上 の 留 意 事 項)

1.人 事,労 務 関 係業 務 の 中で の位 置 づけ

o給 与 計 算 シス テ ム

o労 務 統 計 シ ス テム

O考 課 シ ス テ ム

o人 事 記 録 シス テム

oス キ ルズ ・イ ン ベ ン トリ ・シス テ ム

oそ の 他

2.経 営活 動 全 般 の 中で,こ れ ら シ ス テム が どの よ うな 意 義

を もつ か 討論 し発 表 す る。
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c

#1国 税庁 の事例 に準拠

人事管理の コン ピ ュー タ活用実例集 ζ下)

労務管理研 究会刊

1.2シ ス テ ムの 目標(課 題)例

(主 な項 目)、

・ 人 件 費 の削減

・ マ ンパ ワ ー 問題

・ 事務 能 率 の向 上

・ 制度 ,賃 金体 系 合 理 化 の契 機 とす る

● 要 員計 画 ・要 因管 理 へ の活 用

・etc

(指 導 上 の留 意 点)

1.人 事 ・労 務 関係 へ の コ ン ピュー タ の活用 に大 き く分 け て

二 つ の 目的 が あ る。 一つ は 労働 力節 約 のた め に,他 の一 つ

は 企 業 の もって い る人 的 パ ワーを,も つ と も効果 的 に使 い ・

高 い生 産 性 を得 るため で あ る。 即 ち:一

・ 労 働 力 の節 約

・ 人 材 の有効 活用

シス テ ム の 目標 は,こ れ ら経 営活 動の 目的 に沿 っ て選 ば れ

て い る。

2各 自の 企 業体 にお け る具 体 的 問 題 と して 目標(課 題)を

考 え て討 論 し発表 す る。

3.コ ー ド体 系 の 検 討

人 事 異 動 に よっ て,職 場 が 変 る た び に職 員の識 別 コー ド

も変 え る必 要 が あ るか ど うか検 討 す る。

Pコ ー ド体系 を各 人 に考 え させ る 、
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oコ ー ドと し て,「 職 員番号 」 と 「課 員番 号」 を併 用 す

る案 を紹 介 す る。

「職 員番 号 」 は,機 械 が職 員 を識別 す るた め に使 用 す る

もの で,採 用 か ら退 職 まで変 わ ら癒 い。

「課 員 番 号」 は,人 間 が職 員識 別 の た め に使用 す る もの

で,所 属 が 異 動 したつ ど変更 に な る。

4、 チ ェ ック ・シス テ ム

入 力 を正確'にす る。

・ チ ェ ック ・デ ィ ジ ッ トを つ け る

'タ ーン ・ア ラ ウン ド方 式

あ らか じ め氏 名等 を 出力 したOCR用 紙 を 使 用 し,

そ れ にデ ー タを記 入 す るな ど。

1.3シ ス テ ム要 件

(主 な項 目)

。 対 象職 員数

30,000人

。 対 象地域

関 東,上 信 越,大 阪,名 古 屋,各 地 域 を傘 下 に収 め る。

o人 事 異動 が 非 常 に多 く一 時 期 に1矯 以 上 の職 員 の異 動 が

行 な わ れ るの で,こ の取扱 い を容 易 にす る。

(指 導 上 の 留意点)

1.イ ン プ ッ ト ・デ ー タの 作成 方 法

発 生 デ ー タ の量 が 多 く,ま た 発 生場 所 が散 在 してい る の

で,デ ー タ の入 力 の 仕 方 が シス テ ムの 良否 を きめ る。

oデ ータの 入力方 式 を受 講生 に検 討 させ る
。

O各 自の 案 を 検 討 させ た 後 ,磁 気 マ ー クセ ンスrカー ドに

よる入 力 を 紹介 す る。BULL-GE社ULP二ML
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1-4月 例 処 理 一 給 一与計算

(主 な 項 目)

6イ ン プ ・ トの 種 類

Dパ ン チ カー ドに よ るデ ー タ

① 基 本 報告 書

氏 名,生 年 月 日,etc.

② 特 例計 算 結果 デ ー タ

異 動 の 手続 きが遅 れ た場 合 な どに数 ケ 月自分 の過 不 足 を

当 月 で精 算 す るため に,手 計 算 結 果 を直 接入 力 す る。

⑤ 累積 訂正 デ ー タ

ア ウ トプ ッ ト書類 を 訂正 した もの につ い て,そ の訂 正 内

容 を入 力 す る。

iDマ ー クセ ン ス ・カー ドに よ るデ ー タ

④ 超過 勤 務 カー ド

⑤ 物 資経 理 カー ド

⑧ 貸 付 金 カー ド

⑦ 通 勤 手 当 ・扶 養 カー ド

⑧ 住 民 税 カ ー ド

⑨ 宿 舎 費 カー ド

◎ 発 令 事 項 カ ー ド

(臨 時 的 な もの)

⑪ 年 末 調 整 カ ー ド

⑫ 期 末 勤 勉 手 当 カー ド

⑮ そ 及 追給 カ ー ド

Oア ウ トプ ッ トの 種 類

① 給 与支 払 明 細 書

② 基 準 給 与 簿

一121-一一



③ 金種 別書

④ 宿舎 使用 料金表

⑤ 控除明細 書

⑥ 住民税表

⑦ 現給報告 書

⑧ 貸付金返 済通知 書

(臨 時的な もの)

⑨ 給与簿

⑩ 昇給予 定者 名簿

⑪ 源泉徴収 票

。 プロセスの概要

一122一



■

給 与 計 算 プ ロ セ ス の 概 要 図

マ ス タ ー

ア ー フ

1 RUN2

チ ェ シク ・ リス ト

〔
デ ー タ カ ー ド

RUN1→ 課員番号順

ソー ト

}

〉
デー タチ ェックお よび

職員番号付番データテープ

に変換

デ ー タ
,≡〉テ

ー プ

ソ ー ト
,〆

済
ら

{

チ ェック

デ ー タ/

,＼

支 給一

テープ

「∋㍉

'

RUN3
RUN4/

→》 異動者 〉
テープ
k

課員番号順

ソー ト で 瓢
マスタニ更新

支給額計算
異 動 者 の

課員番号決定
∋ 〉

マ ス タ ー

テ ー プ

エ
マス タ ー

支 給

テープ

l
l
l

{

)テ ー プ

〈

マ ス タ ー

テ ー プ

＼
|

印は 電子計算機の

[コ 処理を示す

「 一 一 一 一 一 一 ー ー ー 一 一 「

t

職員別給与簿

(そ の一) 砂
一一一一 は臨時的な処理

昇給予定者名

簿

1

_________ユ

課員番号簿

源泉徴収票給

与支払報告書

ヘ

ノ

袷

プ
㌢

l

l

↓

一

月

T

ー

ー

./
支

テ

各

㌧

7
心

/

～

1

、

＼

ノ

、

累 計 訂 正

1

職員別給与簿

(そ の2)

住民税納付者

抜 出 済

払込先別ソー ト

プ リ ン ト
住民税納付

内 訳 書

住民税

ア ーフ

ト

者

済

一

層

ソ

入

出

別

禽

舎

宿

抜

宿 舎

プ一

宿

テ

プ リ ン ト
宿 舎 使 用

料金 金計表

基準給与薄
給与支給

明細書

共済組合

貸付金返済
通知書

共済組合

各人別控除

明細書
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(指 導 上 の 留 意点)

1。 次 の 諸 点 を各 人 に考 え させ る。

給与 計算 の プ ロセ スで

oRUN1とRUN2の 間 で 課員 番 号順 に分 類 させ るのは な ぜ か
。

oRUN2の デ ー タ ・チ ェ ックの 内 容 には どの よ うな もの が あ る

か

Ex,マ ス タ一-vaなL・ デー タ

デ ー タの 記入 誤 り

ORUN2の 出 力 であ るチ ェ ック リス トは どの よ うに取 扱 った ら

よい か。

Ex,該 当者,事 業所 へ回 付 し て,チ ェ ックを行 な わ せ た り,

提 出デ ー タの控 として利 用 させ る。

。RUN2の 職 員番 号 付番 は ,マ ス ター テ ー プ新 設 の コ ー ドが付

け られ た デ ー タ ・レコー ドが 入 っ て きた とき に,入 っ て きた 順

序 に従 って 連番 で 付番 す る もの であ る。

。RUN3で は,ど の よ うな順 序 で諸 手 続 きが進 行 す るか
。

マ ス ター更 新

① 異 動 事 項(扶 養手 当,通 勤 手 当等)

② 訂 正 事 項(前 月 イン プ ッ トした デ ー タの誤 り等)

給 与 支 給額 の 計算

① 超過 勤 務 時 間等 の例 月 の デ ー タ処 頂(更 新 後 の マス タ ー

テ ー プを使 って行 な わ れ る)

一125一



2販 売 シス テ ムの 事例 研 究(自 習)

2-1シ ステ ム要 件

(主 な項 目)

○ 請 求 書 お よび 売上 明細 表 は 月1回 作成 し,各 地 の得 意先 へ渡

す。 これ に よ り代金 を原 則 として一 括 回収 す る。

O各 営業 所 は,得 意 先 別,商 品 別販 売状 況 を即 日把握 した い,

また全 品 目の在 庫 状 況 表 は,日 報 として ほ しい 。

o注 文 伝 票,入 出 庫伝 票 は,毎 日発 生 し即 日処 理 したい 。

O納 品 通 知 書,出 荷指 示 書は,注 文 デ ー タ に もとつ い て即 日作

成 しだ い 。

o・

O

O

O

o

●

対 象商品 数 。2,000温 目

対 象 得 意 先 数:1,000店

対 象伝 票 件数:10万 枚/月

営 業所:15ケ 所'(・ 、ie本全 国各 地)

輸送 セ ン タ ー一,倉 庫,5ケ 所 、

工 場:2ケ 所

(指 導 上 の 留 意 点)

Oシ ス テ ム要 件 の各 項 目を よ く検討 させ た 土,t"こ れ ち の要件 を

満 た す ため には どの よ うな シ ス テ ム構成 が 可 能 か 調 べ させ る。

。 十分,上 の 項 目を考 え させ た後,テ レタ イ プ網 を使 っ て バ ッ

チ処 理 で解 決 す る例 の一 部 を以 下 に紹 介 す る。

o対 象伝 票 件 数が50万 枚/月 以 上 にな る と,オ ン ライン処 理

の形 態 を採 る必 要 性 に迫 られ る。
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●

7

2-2シ ス テ ム の概 要

(主 な 項 目)

oテ レ タ イ プ 網:50ボ ー 回 線

○
中 央

コンピュー タ

○
⑧

○ ・営業所 端和5ケ 所

9・ 輸送セン・端 末 ・・ケ所

⑧ ・工繍 末 ・2ケ 所

O入 出 力自動 タイ プ ライタ ー を端 末 に使 う。

伝 票 の起 伝

テ レタイ プ ●テー プの 作 成

テ レタイ プ受信 テ ー プに よ る各 種 帳 票 類 の 作成

一一1t27一



Ψ

タ
ー

デ支柱

Ψ

PUNCH

,納 品 書

売.上 ・伝 票
コ ン トロ ー ル

蕊 己 。,.轍 カード1

KEY

インプツ

デ 一夕

読取 りせん孔演算装置つき

タイプライター

了晶 力三ヨ

〔欝竺 ∵∴ 翼㌶=1
変 動 す る数 量 ・単 価は,KEY-INす る。

oデ ー一夕処 理 の 流 れ

MDPS+EDPS-一 一一(注1)

① 引 合 が あ る と在庫 一 覧 表,信 用 状 況一 覧表,単 価 表 な どが 参

照 さ れ商 談 が行 な わ れ る。 ま と まれば 注文 デ ー タが 作 られ る。

② 注 文 デ ー タか ら売 上 伝 票 お よび テ レタイ プテ ー プの作 成 まで

を,入 出力 自動 タ イ プ ライタ ー に よっ て行 な う。

・KEY-INす る項 目

数量,単 価

一一128一



■

・ エ ッヂ カ ー ドよ り自動 タ イ プされ る項 目

得 意 先 コー ド,得 意 先 名

品 番,品 名

'エ ミ ッタ よ り自動 タイ プ され る項 目

年,月,日,伝 票 種 別

・演算 部 で 自動 計算 され タ イ プされ る 項 目

全 額(単 価 ×数 量)

③ テ レタ イプ テ ー プに よ り,デ ー タを 中央 コン ピ ュ一 夕ヘ テ レ

タ イ プ送信 す る。'

④ 中央 コ ン ピ ュー タの サ イ ドで は,デ ー タ を 紙 テー プの 形 で

受 け と り,こ の紙 テー プを コン ピュー タの 入 力 とす る 。

⑤ 逆 に 中 央 コ ン ピュー タか らのデ ー タは,紙 テー プの 形 で出 力

され,営 業 所,輸 送 セ ン ターヘ テ レタ イ プ送 信 され る。

⑥ 営 業 所 な ど で受 け た テ レタ イ プ受 信 テ レタイ プは,入 出 力自

動 タイ プ ライ タ ー にか け られ,各 種 帳票 類 に 直 さ れ る 。

の 輸 送 セ ン タ ー では,中 央 コン ピ ュー タか らテ レタ イ プ送信 さ

れ て きた 出荷 指 示 書 に した がって 出庫,納 入 す る 。

こ の 出 荷指 示 書は,営 業 所 で起 伝 され た 売上 伝 票 とほ ぼ同 じ

内容 であ る。

⑧ 在庫 デ ー タ,納 入 確 認の デ ー タな どは輸 送 セ ン タ ーか ら タ イ

プ イ ン さ れ る。

(注1)MDPS

ManualDataprocessingSystem

。 デ ー タ処 理 の 側 面 か らみ た サ ブシ ス テ ム合 成 図

50ボ ー回 線 で結 ば れ た営業所,輸 送 セ ン ター お よび 中央 コ

ン ビ ・z－夕三 者 の間 のデ ー タ処 理の概 要 を 第6図 に示 す。

。 中央 コ ン ピュ ー タ ・サ イ ドのデ ー タ処 理 の概 要 を 第7図 の ブ ロ

ー129一



セ ス ・チ ャー トに示 す 。図 中では

・ 受 注 と出荷 システ ム

'・ 販 売 統 計 システ ム

に関 す るデ ー タ処 理 過程 の一 部 が載 せ て あ る。

(代 金 の回 収 シス テ ム につ い て は,課 題研 究 または演 習 問題 とし

て残 され る)
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第4図

現 員 現 給 報 告 書

区 分 現員 職 員 俸 給 扶 養 手 当 暫 定 手 当 調 整 手 当
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サ ブ シス テ ム合 成図

一 デ ー タ 処 理 の 側 面 の み 一

策6図

信用状況

在庫一覧表

日 報

商品別売上

目 報

得意先別

売上目

報

セールス マン別

売上一覧表

営業所別

売上統計

商 品 別

損 益 表

自動 タ イプ

ライター

/
送∋

顧 客

納 品 書

売上 伝票

国

出金伝票

(販 売経費)

50ボ ー回線

テ レタ イプ通信

売掛金一覧

売上ベス ト

セ ラー

期 間 別

売 上 高

債 権状況
一二覧 表

1

/
1

事 業 所 別

売上 日報

売上明細表

請 求 書

中 央

コンピュータ

回

受 領 書

(納 品書の写し)

入 出 力

輸送 センター 自動 タ イ プ

(倉 庫)ラ イター

50ボ ー回線





プ ロ セ ス ・ チ ャ ー ト一 例

注 文

プ アイル

注 文

プアイル

受 注

プ アイル

納 品 書 掛売入金

図

調整デ ータ

s

編 集

出荷処理

品
庫

一夕ス

製
在

マ

更 新 ・併 合

男品商

計蟻売
(
一「

ー

み

ク

み

込

。
込

工

読

チ

書

受注残
　 へ 　 つ

ファイル 旧

受 注 残

ファイル

バ ッチ 別

掛 金

入 金

プ アイル

請 求

プアイル

出荷指示書

チ ェ ック ・リス ト

チ ェック ・リス ト

販 売
経 費

更 新

掛 金
入金 商 品 別

アイル

分 類 得意 先別

(営 業所別)

分 類 得意先別

ー

】

"

O
l

商品別

売掛日親 藩品別
L
売上統計

セールス マル別

売 上一覧表

営業所別

売上 統計

商品別

売上統計

掛 売

ファイル

得意先別

掛売日報

売
金

掛

入

更新,併

合,編 集

信用状況
一 覧 表

債権状況
一 覧 表

期 間 別

売 上 高

売 掛 金 一 一一、

マ ス ター1

旧

i

I

l

l

|

1

売 掛 金 新lI

マ ス タ ー ー ー 一 一





(指 導 上 の 留意点)

1.入 出 力 自動 タ イ プ ラ イ ター一(さ ん 孔 タ イ プ ライ ター一)の 役 割

を説 明す る。'.

さん孔 タ イ プ ライ ター一の最 も簡単 な 構成 は,(a)の よ うに キ ー

ボ ー ド,プ リン タ,テ ー プ リーダ,テ ー プパ ン チお よび 制 御部

各1組 よ りな り,プ ログ ラム制 御 に よ り打 鍵 印字,打 鍵 印字 さ

ん 孔,テ ー プ読 取 印刷,テ ー プ読取 印字 さ ん孔,テ ー プ読 取 さ

ん 孔 の 動 .作を 組 合 せ て実 行 で き る。 また(b)の よ うに補 助 パ ン チ,

補 助 リーダ,付 加計算装置 を もった構 成の場 合は,エ ッヂ カー ドよ

りの半 固 定 デ ー タの読 取,印 字,さ ん孔,フ ル テ ー プ,セ レク

トテ ー プの同 時 作成,簡 単 な 計算 の 同時 実 行 が で きる。

.エ ッヂカ ー ド

繰 返 し使用 す る半固 定デ ー タ(品 名 と品 名 コー ドと単 価,得

意 先 名 と得意 先 コー ドな ど)を エ ッヂ カ"ド 化 す る と作 業 能 率

が向 上 し同 時 に タ イプ ミス も少 な くな る。

付加計算
装 置

■

制 御 部

テープ'

パ ンチ
プ リンタ

テrフ'

リrダ

＼ キーボー ト/

チーフ

パンチ

制 御 部

屡 プ…
キ ー ボ ー ト

テープ
エッジ

カー ド
パンチ

薗
(a) (b)

■

(さ ん孔 タイ プ ライ タ ー の構成)

2.プ ロ セス チ ャー トの例 では,① 受 注 と出荷 シ ス テ ム ②販 売

統 計 シス テ ム を構成 す るEDPSの 内容 であ る ⑤代 金 回収 シ

ス テ ム につ いて各 自 に考 え させ る。
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お もな参考文献

(書 籍)

O

O

O

O

O

O

O

。
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O
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EDP生 産 管 理 ・t

コ ン ピュー タ に よる生 産管 理

購 買 一生 産 一在 庫 シ ステ ム

人 事 ・労務 管 理 と経 営 科学

生 産 ・在庫 管 理 とそ の 実際

EDPア プリケーションハン ドブック

経 営情 報 シス テ ム研究

コ ン ピュー タ に よ る経 営実 務
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松 田武彦,春 日井博(培 風館)

西尾 出,道 下忠行(日 刊工業新 聞社)

栗 山仙之助(日 本経 営出版 会)

門川清美(創 元社)

電 子 計算 機 は ビジネス を変 え る

インダス トリアル ・エンジニアリング(196Z12)EDP化 す る生 産管 理

インダス トリアル'エンジニア リング(19698)生 産管 理EDP化 の ポ イ ン ト

事務 と経 営(1967.10)EDPSに よ る人 事 デ ー タ処 理 の実 際

(古 小 路 四 朗)

事 務管 理(1967.4)(特 集)経 営 者,管 理者 の ため の電 子 計算 機
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皿'シ ス テ ム 設 計

u--1目 的

この コー ス で は,シ ス テ ム設 計Aコ ー スの基 礎知 識 に も とつ い て,

プ ロセ ス・チ ャー トな どの基 礎 知 識 とそ の 作成 能力 を養 うこ とを 目的 と

してい る 。 プロ ジ ェ ク ト管 理 を うま く実 施 す るため には,一 般管 理者

が,プ ログ ラムな どの作 業 内容,仕 事 の特 殊 性 な どを よ く理解 し てい

な け れ ば な ら ない。 プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ ャー は プログ ラ ムが プ ロ グ

ラ ミングの時に作成す るプ ログラム'フ ロー チ ャー トの作 成 は 出来 な い ま

で も,プ ロセ ・ス チ ャー トを 作 成 す る能 力は 身 につ け て お き た い 、 フ ロ

ー チ ャー トな どの 作 成 能 力 を養 うと云 うこ とは
,論 理 的 な 物 の考 え方

を養 い,情 報 の 流れ の把握 や処 理手 順 の把 握,し い て は シス テ ム的 な

業 務処 理 に おけ る種 々 の能 力を 身 に つけ させ る ことに な る。 以 上 の理

由か ら フロ ーチ ャー トの作 成 か ら ドキュ メン テーシ ョン にい た る一 連

の 処 理 に関 す る基礎 知 識 や 作成 能 力 を学 習 す るの が,こ の科 目 の 目的

に な る。

、

■
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皿一2Bコ ー ス にお け る科 目の位 置 づ け

シ ス テ ム設計Bコ ースは,シ ス テ ム設計Aコ ー ス の さ らに詳 細 な部

分 の基 礎 知 識 を習得 し,シ ス テ ム設計 に必 要 な能 力 を養 う部 分 であ る。

図 の太 線 で示 す 部分 にあ た る。

＼ 、 /'
＼ ,/＼
＼//＼

～_/"

/
'ノ
/

◆
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◆

ff-3構 成 内容 と時 間配 分(合 計4H)

1

2

3

4

5

6

7

フ ロ ー チ ャ ー トの 記 号1H

プ ロ セ ス ・チ ャ ー トの 作成1H

プ ロ グ ラ ム ・フ ロ ー チ ャ ー ト

プ ロ グ ラ ミン グ1H

テ ス ト'ア 一 夕

デ ィ バ ッ グ

ドキ ュ メ ン テ ー シ ョン1H

(指 導上 の 留 意 点)

プロセ ス ・チ ャー トの作 成 能 力 を養 うこ とに ウ ェ イ トをお く。 した

が って プ ロ セ ス ・チ ャー トの 作成 演 習 を行 な うこ とが 効 果 的 で あ る。

皿一4内 容 項 目

1.フ 四一 チ ャ一一トの 記 号 一

(主 な 項 目)

。フ ロー チ ャー ト記 号 の種類 と使 い 方

・基 本 記 号

処 理 記号,注 釈 記 号,入 出 力記 号,結 合子 記 号,矢 印記 号,流

れ線 記 号

。プ ログ ラ ミン グ関 係 の 記 号

判 断 記 号,準 備 記 号,定 義 ずみ 処 理,端 子,割 込 み 記 号,並 列

処 理記 号

・シス テ ム関 係 の 記 号

穿 孔 カー ド記 号,カ ー ドデ ック記 号,カ ー ドプ アイ.ル記 号,書

類 記 号,磁 気 テ ー プ記 号,穿 孔 テー プ記 号.オ ン ラ イ ン記 憶 記

号,磁 気 デ ィス ク記 号,磁 気 コア記 号,磁 気 ドラム記 号,組 合

せ 記 号,抜 出 し記 号,照 合記 号,分 類 記 号,オ フラ イ ン記 号,

-r141 ...



表 示記 号,手 操 作入 力記 号,手 操 作記 号,補 助 操 作記 号,通 信

リン ク記 号

(指 導 上 の留 意 点)

流 れ図 作 成 用 定規(テ ンプレー ト)を 配 布 して記 号 の解 説 を す る。

2.プ ロセ ス ・チ ャー トの 作成

(主 な項 目)

oプ ロ セ ス とは

プ ログ ラム を1回 ロー ドす る こ とに よ って お こ なわ れ る一－paの

コ ニそ・ピ ュ一 夕 によゐ 情 報 処 理

oブ ローi2ス・チ ャー トとは

1つ の 情 報処 理 を構成 す る プロ セス 相互 の関 係 を所 定 の 記 号 を

使 っ てあ らわ し た流 れ図

(例)

トランザクシ ョン

プアイル

RUN1
カー ドから

磁気テープへ変換

トランザ

クシヨン

プ アイル

マ ス タ ー

フ ア イノレ.

RuN弄2

ファイルの更新

ニ ュ ー

マスター

フ ァイル

↓

RUN書3

印 刷

↓

文 』

ノ
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Oプm－ セ ス ・チ ャー ト作 成 の 目的

③ 対 象業 務 の処 理 内容 と手順 の全 体的 相 互関 係 を 把握 す る。

② ラン 番号,イ ン プ ッ ト番 号,ア ウ トプ ッ ト番 号 の設 定

③ プ ログ ラムの 数 と機 械処 理 時 間 の把 握

.プ ロセ ス ・チ ャー ト作 成 演 習

(指 導 上 の 留 意点)

実 際 の業務 を プ ロセ ス ・チ ャー トに 書 く演習 を す る 、

5.プ ログ ラム ・フロー チ ャー ト

(主 な項 目)

Oプ ログ ラム ・フ ロー チ ャー ト作成 の 目的 ・

Oプ ログ ラム'フ ロー チ ャー ト作成 の 演 習

(指 導 上 の留 意点)

簡 単 な 例題 で プ ロ グ ラム と フロ ー チ ャー トとを対 比 させ な が ら

解 説 をす る 。時 間 があ れ ば演 習を す る。 フ ロー チ ャー トを 通 し て,

論 理 的 な物 の考 え 方 を養成 す る 。

●

4.プ ログ ラ ミング

(主 な 項 目)

○ アル ゴ リズ ム の概 念

問 題 または デ ー タが 与 え ら れた とき,そ の解 法 または 処 理 手

順 を記 述 した も の。

○ プ ロ グ ラ ミン グ 言語

言語 の種 類 と特 徴

(指 導 上 の 留 意点)

各 言 語 の もっ 特 徴 を よ く理 解 させ 処 理 業 務 に どの言 語 を使 え ば

適 当 かを 思 考 させ る。 時 間 が あ れ ば套 語 の 内容 の 簡 単な 説明 を加
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え る。

5.テ ス ト ・デ ー タ

(主 な 項 目)

○ テス ト ・デ ー タ の 目的

(指 導 上 の留 意点)

あ ら ゆ る条 件 のテ ス トが で き る

識 さ せ る。

テ ス ト ・デ ー タ の重 要 性 を 認

6.デ ィ バ ッ グ

(主 な 項 目)

oデ ィ パ ッ ク とは

プ ログ ラム が正 し くコー デ ィ ン グ され て い るか を チ ェ ックす る

こ・と。

○ 机 上 デ ィパ ック

コ ン ピュー タを 使 用 す る前 に机 の 上 で プログ ラム を チ ェ ック す

るこ と。

oマ シ ン ・デ ィパ ック

コ ン ピュー タ を 使 用 して プログ ラ ムの テ ス トをす る も・の,コ ン

ピユ 三 夕 に よつ て 発見 された 論 理 的 な エ ラー な どが 翻 訳 リス トに

印 刷 され る、そ の翻 訳 リス トでの デ ィパ ック ・テス ト ・デ ー タを

使 って その 結果 で プ ログ ラムの テ ス トを す る。

○ テ ス トラン

マ シ ン ・デ ィ パ ックで発 見 で きな か っ た プ ログ ラム の ミス を 実

際 のデ ー タ を使 用 して テス トす る。

(指 導上 の 留意 点)

完 全 な プ ログ ラ ムの 作成 が 本番 の業 務 を実施 す る際 にお い て如

一144-
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何 に大 切 な もの で あ るか を 認識 させ る。

7.ド キ ュ メン テー シ ョン

(主 な 項 目)

○ ドキ ュ メン テ ー シ ョン(目 的)

情 報処 理 を実 施 す る前 に業 務 担 当者 に業 務 内容 を 明確 に解 説 す

る文 書。

○ 様 式 の種類 と用途

・ シ ステ ム仕 様 書

・ プ ロ グ ラム ・マ ニ ュア ル

'オ ペ レー シ ョン ・マ ニ ュ ア ル

(指 導 上 の 留意 点)

文 書化 の方 法 と文 書 の管 理 方 法 を 理解 さ せ る。業 務 内 容 を文 書

化 して整 理 して お くこ とが ス ムー ズな業 務 の運 営 を可 能 に す る こ

とを認 識 させ る。

お もな参考文献

(書 籍)

O

O

O

O

O

O

o

プロ グ ラム ・フ ロー チ ャー ト 岸 田孝一,三 田守 久(日 本生産性本部)

流 れ 図 の書 き方 西村 恕 彦(㈱ 企 画 セ ン タ ー)

フ ロー チ ャー ト概 論 宮 内儀 三 郎(共 立 出版)

プログラミング と コー デ ィン グPHシ や マン(著)関根智明(訳)肝 内書店)

最 新 プログ ラミング 竹 下 亭(日 本経 営 出版 会)

プログラミングシステムF.P.フ イッシ㌔rG.Eス ウイン ドル(共 著)

浦 昭 二(訳)(培 風 館)

電 子 計 算 機 の プ ログ ラ ミン グ ー 松 信(日 本評 論 社)
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プ ログ ラム学 習 に よ るJ.A,サ クソン(著)三 重 野博 司(訳)

COBOL語 刈門(ダ イヤモ ン ド社)

フ ロー チ ャー ト演 習 大林 久 大(日 本 経 営 出版 会)

○ 図説 電子 計算 機 と プログラミング 日本 電信 電話 公 社(オ ー ム社)

O電 子 計算 機 の プログ ラ ミング 高 須 達(日 刊工 業親 閲社)

Oフ ロー チ ャー ト入 門 ・松木 憲 治(著)(オ ー ム社)

(雑 誌)

oソ フ トウ ェア科 学(1970.11.25)小 川豊 顕(産 報)

o事 務 管 理(1966.11)ソ フ トウェアとプログラミング(三 浦 宏 文)

o事 務 と経 営(1968 .5)分 析 改 善 の 図表 化(岸 田 孝一)

◆
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董 マ ネ ジ メ ン ト ・サ イ エ ン ス の 応 用

皿 一1目 的

この コー スは,マ ネ ジ メン ト ・サイエ ン ス に 関す る基 礎 知 識 を習 得

す るこ とを 目的 とす る 。今 日,企 業 環境 が急 激 に変 化 して い る な か で

企 業 が厳 しい競 争 に打 勝 ち,環 境 変 化 に対 応 し て生 きの び成 長 して い

くため には,膨 大 な情 報 を採 取 しそ れ を迅 速 に適 格 に処 理 し て 意志 決

定 を行 な い,そ れ を 即 時 に実行 に移 してい かね ば な らな い 。 この こ と

は今 までの人 間 の経 験 や勘 の範 囲 を超 え,マ ネ ジ メン トに もサ イ エ ン

ス に よ る合 理 的裏 づ け を 活 用 して 賭 の な い迅速 な運 営 をす る こ とが 必

須 にな って き て い る こ とを意 味 して い る。

この コ ース は 一般 管 理 者 が プ ロ ジ ェ ク トを 計 画 し,組 織 し,統 制 を

行 な ってい く際 の 道具 とし て のマ ネ ジ メン ト ・サ イエ ン ス とい わ れ る

もの の基 礎 知 識 を与 え よ うとす る もの で あ る。 ・》,
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皿 一2Bコ ー ス にお け る科 目の位 置づ け

マ ネ ジ メ ン ト ・サ イ エ ンス の応 用 は,マ ネ ジ メ ン トの領 域 に サ イ エ

ン ス を,あ るいは そ の考 え方 を,^い か に した ら導 入 で き るか とい う点

に 関 し基 礎 とな る知 識 を付与 す る。 下図 の 太 線 で 示 してあ る よ うに プ

ロ ジ ェ ク ト ・マネ ジ メ ン トに統 合 され て い くべ き もの で あり,そ の た

め の科 学 的 合 理性 を.与え る こ とがで き る よ うな知 識(考 え方 とか手 段)

を提 供 す る もの であ る。

/
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●

皿 一5構 成 内 容 と時 間 配 分(合 計`tiH)

1.シ ス テ ム に 関 す る 概 念

1.1シ ス テ ム の 概 念 と方 法

1.2コ ン ト ロ ー ル 理 論

1.5行 動 シ ス テ ム 論

2.管 理 技 法

2.1確 率,統 計

2.2オ ペ レーシ ョンズ ・リサーチ技 法

(指 導上 の留意点)

O.5H

O.5H

O.5H

1H

1.5H

マ ネ ジ メン トの 中 に サイ エン ス を導 入 し よ う とす る際 の 基礎 知 識

を付 与 す る こ とが こ の コー ス の 直 接 の 目的 だ が,個 々の 細 かい知 識

を一 つ 一 つ 与 えて い くとい うこ とよ りも,む しろ マ ネジ メ ン ト ・サ

イエ ンス の 手 法 を適 切 に応 用 で き る立 場 にた て る こ と,少 な くと も

マ ネジ メン トに サ イ エ ンス をで き るだけ 導 入 し よ うと真 剣 に考 慮 す

る よ うな一 般 管 理者 を 育 成す る こ とを 目標 とす る。 す なわ ち こ の コ

ー ス を通 じ て 知識 の増 大 を図 る よ りもむ しろ全 体 的 な マ ネジ メ ン ト

能 力 の 向上,あ るい は 態度 の 変 革 に重 点 が 置か れ るべ きで あ る 。

そ の た め には マ ネジ メン ト ・サ イ エ ンス の カ テ ゴ リー に 入 る もの

を バ ラバ ラに 教 え て も意味 は な い。 む しろ全 体 の体系 の 中 で個 々の

知 識,技 法の位 置づ け を 理解 させ る こ とが望 ま しい 。 また一 方 い わ

ゆ るマ ネジ メン ト ・サ イエン ス といわ れ る もの が非 常 に新 しい 学 問

分 野 で あ り,個 々の 部 分 で も発 展途 上 にあ るた め 個 々の 技 法 の 可 能

性 と理 解 を求 め る上 で の種 々の 制 約条 件 か ら くる限 界 も留 意 し て教

え る必 要 が あ る。

斑一4内 容 項 目

1.シ ス テ ム に関 す る概 念
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一 一
1.1シ ス テ ム の概 念 と方 法

(お もな項 目)

Oシ ス テ ムに 関 す る概 論

● シス テ ムの一 般 的 定 義

● 環 境 と の関 連 に おけ る閉 シス テ ム と開 シ ステ ム

・ 入 出 力変 換 として の シス テ ム の行 動 力 と この行 動 を行 な わ

せ る要 素 の結 合 関係 として の 構造

・ サ ブシ ス テ ム

'シ ス テ ムの 分 解 と合 成

あ る行 動特 性 を有 す るシ ス テ ムをそ の サ ブ シス テ ム と結 合

様 式 に分 解 す る問題 お よび そ の サ ブ シス テ ムを別 の結 合 様 式

で 結合 した場 合 の行 動 特性

○ シス テ ム方 法 論

'シ ス テ ムモ デ ル

・ 数学 的表 現 に よ るモ デ ル概 念 の 明確・化

・ ブ ラ ッ クボ ックス

・ モデ ル に よ る シス テ ムの 分 解 と合 成 の方 法

oシ ス テ ムの類 型

'論 理 的 シ ス テ ム

・ 機 械 シ ス テ ム

'生 物 シ ステ ム

・ 人 間 シ ス テ ム

・ 人 間 ・機 械 シス テ ム
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プロジェク トマ ネジメン トの ための マ ネジ メン ト の体 系

行動 システムニ

行動科学

↓
システムに関する基本概念

確 率 統 計

オペ レーションズ

リサーチ技 法

シミュレーシ ョン技 法

インダス トリアル ・
エンジニア リング

品 質管 理

価 値 分 析

自動 制 御 理論

一コン トロール理 論

サイノ鵠ティクス'情報 と制 御

'

線 形 計画

割 当問 題

輸 送 問 題

取 替問題

ゲ ー ム理論'る

二 入 札 問題

在庫 理論

待 合 せ

予 測

ダイナミック・プログラミング

PERT,CPM

多変量 解 析

探 索理 論

信 頼 性

報処 理 とい う観 点 か ら整 理 して

1… 概念と方法

また,マ ネ ジ メ ン ト ・サ イ エ ン ス を

み る と,次 の よ うに な る 。
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1

一

切
N
ー

_r　 嚥 … 方…… 当

情報網/

Lタ 齢 蜥齢

「個 別 的 技 法 」

標本調査法,物理計測の方法

社会",対 比較法

〔擬 麟 相 乗法・酬 技法
多変量,解 析法,数 量化技法

数値計算法

代替案の作成

代替案の評価選定一

「共通技法」 「個別理論」

システム設計の一般的方法

アイディア活用 法デルファイ法

ネ ッ トワーク管理法

PERT、CPM

待辞 パ ・レーシ・ン

確割 賦 助 法
数値計 算

インダス トリアル'エ ンジラアリン.

グ

礁竃_

最適法

(
1、P

DP

CPM

連続関数の微分法

シミュレーション技 法

単 位 時 間処 理 法

(発生事象逐次処理法

マ ク ロモ デ ル

(ミクロモデル

単 一 システム ・
ノ シ ミ

ュ レ ー シ ョン

(多 数システム
シ ミュレーション

イン ターラ宥 シプ リ

ナ リ・ア プロー チ

標本 理論

自動制御理論

統 計 学

数値解析

システム理 論

流 れ 学

人 間工 学

待合 せ邪 論

トラフィック

理論

情 報 理論

ゲーム理論

決定理論

■



(指 導上の留意点)

内部 構造 でな く全体 に対す る部分 の機能すなわ ち行動特性 に着

目し,そ れらの結 合による全体の特性 を解析する方法論 としてシ

ステ ム思考 の有用性 を理解 させる。

1.2コ ン トロー ル理 論

(お もな 項 目)

。 機 械,生 物 か ら社 会組織 に わ た る制御 あ るい は管 理 の科 学 と

して の サ イバ ネ テ ィ クス の思 想 と方 法論 。

●

O

O

O

O

o

計 画 お よび制 御 の行 為 と して の コ ン トロー ル

計 画 お よび制 御 の情報 論 的 な見 方

機 械 の コン トロー ル

人 間 の コ ン トロー ル

階 層 関 係 に お け る コ ン トロー ル をサ イバ ネ テ ィク ス の コ ン

トロー ル理 論 で説 明,こ こで機 械 の コ ン トロー ル と対 比 し

て本 質 的 差異 を み る。

人 間 や機 械 を含 む複 雑 な行動主 体 の コ ン トロ ー ル に つい て

(指 導上 の 留意 点)

サ イバ ネ テ ィ ク ス を機械,生 物,人 聞 お よび シス テ ムの行 動 を

い か に コ ン トロー ルす るか の 理 論的基 礎 を与 え る もの と して 展 開

す る必 要 が ある 。

1。3行 動 シス テ ム論

(お もな 項 目)

O

O

O

O

行 動 シス テ ムの 定義.

行 動 シ ス テ ム の形 態

シス テ ムに おけ る入 間 お よび機 械 の行 動

人 間 と機械 の結 合 とそ の行動
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。 人 間 と人 間 の結 合 とそ の行 動

O行 動 シ ス テ ムの モデ ル

O行 動 シ ステ ムの 行動

(指 導 上 の 留 意点)

一 般 理論 と して認知 されて い る行動 シス テ ム論 は い まだ存 在 し

て い な い 。科 学 理 論 としての行 動 シス テ ム論 を シ ス テ ム工 学 ・ シ

ス テ ム技 術 へ と よ り具体 的な応 用 面 へ 展開 で き る よ うに,理 論 の

展 開 に具 体 的例 示 を と りあ げ て い く。

2.管 理 技 法

2パ 確 率,統 計

(お もな 項 目)

。 確 率 と分 布

確 率,確 率 事 象,確 率変 数,2項 分 布,ボ ワ ソン分 布,正

規 分 布,af分 布,F分 布,t分 布,平 均 値 と分散

。 推 定 と検 定

統 計 量,最 小2乗 法,区 間 推 定,仮 説 の検 定

o標 本 調 査 法

任 意 抽 出,層 別 抽 出

(指 導 上 の 留意点)

こ こで は統 計 学 の基 礎知 識 とい うこ と よ り も確 率概 念 を 導入

す る こ と に よ って母 集 団 か ら抽 出 さ れ てい る標 本 か らあ る精 度

で い か に もとの母 集 団 を復 元 して い くか とい う考 え方 を理解 さ

せ る。 そ のため には 母 集 団,標 本 とい っ た概 念 を明確 に し,そ

の上 で サ イ コ ロな どの実 験 を通 して確 率概 念,分 布 とい うこ と

を よ く理解 させ る 。

2.2オ ペ レo一シ ョンズ ・リサ ー チ技 法
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(お もな 項 目)

■

▼

O

O

O

O

0.Rの 定 義 と特 質

O.R的 問 題 解 決 法'

目的 の研 究,情 報 の収 集 と解析,モ デ ル化,モ デ ル に よ る

問 題 の解,解 の実 行 可 能 性 の チ ェ ック,実 施

問 題 の 定 式化(標 準 モデ ル)

線 形 計 画 法,割 当問 題,輸 送 モデ ル,ゲ ー ム理論,在 庫 理

論,予 測,そ の他

数量 化

(指 導 上 の 留 意 点)

線 形計 画 法の よ うな と りつ きや す い標 準モデ ル を と りあ げ,こ

れ を 具 体 的 問 題に適 用 してい く過 程 を 示 し てO・R的 な 問 題 解 決 法

を 十 分 に 認 識 させ る。 さ らに い くつ か の理 論 モデ ルの概 要 を学 ぶ

こ とに よ り現実φ 問 題 に各 モ デ ル を応用 す る こ とが 可 能 か ど うか,

また そ れ が で きな け れ ば解 をみ つけ るため に問 題 をい か に定 式化

して い くか とい う感 覚 を養 成 す る。問 題 の と り組 み方 や 解 法 は た

だ 一 つ だ けあ るの で は な いこ と,解 決 の ため には いか に創 意 工夫

が 必 要 で あ るか を 理 解 させ る。 一 般管 理 者 に とっ ては シ ステ ム全

体 の 農道 解 を求 め ね ば な ら ない か ら,部 門 の 堤通解 が か な らず し

も全 体 の是 適 性 に 結 び つか な い こ とを注 意 さ せ,ま た求 め られ た

解 を 実行 性の 面 か ら充 分 チ ェ ック しな い と行 動 シス テ ム の 中に0.

Rの 技 法 を と りいれ て マ ネジ メン トを行 うこ との 有効 性 がな くな

る こ とも関 心 を 払 わ せ る。

お もな参考文 献

(書 籍)

システム関 係
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。 人 間機械 論

確 率統計関 係

O

O

O

O

o

数理統 計学

確率統計演習川(2)

統計入門

統計的決定理論

初等統 計学

OR関 係

ウイナ ー(み す ず 書房)

竹 内 啓(東 洋経 済)

国 沢 清典(培 風 館)

松 下嘉 米 男(岩 波 全書)

L・ ワイ ス(日 本 評 論 社)

ホ ー エ ル(培 風 蝕)

○ オペレーシ ョンズ ・リサ〒チ入 門 チャーチマン

。 オペ レーシ・ンズ ・リサーチ手 法 と例 題 サシー二

〇 経 営 と管 理 の ため の 数 学入 門 近 藤 次郎

(雑 誌)

シ ステ ム関 係

。 オペレーシ・ンズ ・リサーチ 「人 間機械 シ ス}ム 」

43年11月 号～44年1月 号

o数 理 科学 「シ ス テ ム科 学」

44年10月 号

(紀 伊 国屋)

(紀 伊 国屋)

(日 科技連)

松 田正一

松田正一
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●

〔委 員 会活 動 〕

第1回 委 員 会 昭 和45年6月30日

「一 般管 理者 向 け コン ピュー タ教 育 標準 カ リキ ュ ラムの具 体 化 に つ い

て」

Oカ リキ ュ ラム内 容 の検 討

。 カ リキ ュ ラム具 体化 の諸 方 策

第2回 委 員会 昭 和45年10月16日

「一 般 管 理 者向 け コン ピ ュー タ教 育 の ため の テ キス トの作成 方 法 に つ

いて 」

○ カ リキ ュ ラム内容 の検 討

oテ キ ス ト作成 者 の 選 定

第5回 委 員 会 昭 和46年5月16日

「一般 管 理者 向 け 企業 内 コン ピュ ー タ教 育 カ リキ ュ ラムの検 討 」

oカ リキ ュ ラム 内容 の検 討

作業 部 会 の 検 討結 果 の報 告

○ 講 師 用 テ キス トの 作成 方 法

o実 験講 座 の実 施
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〔委 員名簿 〕

委 員 長

副委 員長

委 員

大 野 達 男

石 原 善太郎

額 田 厳

浅 川 桂 一

新 井 進

生 田 努

石 崎 純 夫

今 村 茂 雄

後 藤 榛 男

鈴 木 毅

永 野 元 義

西 村 真一郎

本 林 理 郎

米 口 肇

(50音 順 ・敬 称 略)

㈱ 野村 電 子 計 算 セ ンタ ー ・副 社 長

三 井 第圧 化 学 ㈱ ・シス テ ム部長

㈱ 日本 経 営 デ ータ セ ン ター ・代表 取 締 役 社 長

富 士 通㈱ ・教 育 部次 長

㈱ 野村 電 子計 算 セン タ ー ・開 発 部調 査 課主 任

㈱ 日立 製 作所 ・コ ン ピュー タ事 業 部

教 育 セ ン タ ー 部 長

㈱富 士 銀 行 ・業 務 管 理部MIS班 主任 調 査 役

側)情 報 処 理研 修 セ ン タ ー ・常 務 理 事

鰯 学 習研 究社 。シス テ ム開発 室 システムプランナー

日産 自動 車 ㈱ ・計 算 企 画課 長

東京 芝 浦 電 気 ㈱ ・教 育 研修 部 長

富士 通 フ ァ コム観 ・開発 教 育総 部長

日本1.B.M.㈱ ●第5営 業 部長

㈱ ユ ニパ ッ ク総 合 研究 所 ・所 長

ψ
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第2部

教 育 実 習.用 ユ ン ピ己 一4の

コ ン パ イ ラ 開 発

P
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■

P

教育実習用コンピュー タのコンパイ ラ開 発

本 協 会 で は.昭 和44年 度 以 来,コ ン ピュー タに 関 す る教 育 問 題 研 究委員

会 を設 け活 動 を 進 め て きた が.そ の一環 として,高 等学 校 等 に お け る コン ピ

ュー タ教 育 の効 率 向上 を 目的 と して,直 接 コンパ イル,ア ン ド ・ゴー の可 能

な コ ア常 駐 の教 育 用FORTRANコ ンパ イラの 開発 を,昭 和45年 度 の事 業

と して取 り上 げ る こ と とな っ た。

これ は最 近.高 専 や 高校 等 を 中心 に教 育実 習用 と して,ミ ニ ・コ ン ピュー

タ導 入 の気 運 が 高 ま りつ つ あ るが,コ ア に常 駐 す る コ ンパ イ ラが開 発 さ れ て

い な い 現状 の ま Σで これ らの機 器 を導 入 して も.処 理能 力 の面 か ら教 育実 習

用 に は所 期 の成 果 を期 待 しえ な い とい う認 識 か ら本 テー マを採 用す る こ とと

した もの で あ る。

昭 和45年 度 に おけ る実 施 経過 は下 記 の通bで あ るが.コ ンパ イ ラの開 発

方法 と して は コ ン クール 方 式 を と る こ ととな り,目 下 コ ンクー ル を実 施 中 で

あ るe・
イ

◎ 教 育 実 習用FORTRANコ ンパ イラ開 発実施 経過

(1)5月25日,第1回 教 育 問 題 常 任 委 員 会(委 員 長 北 川 敏 男氏)にk・

い て,「 高 等 学校 にtsけ る教 育実 習用 コ ン ピ ュー タ のFORTRANコ ンパ

イ ラ開 発 」 を,昭 和45年 度 の委員 会 事 業 の一 つ として取b上 げ るこ と

に決 定 した。 教 育実 習 用 コ ン ピュー タと して は.ミ ニ ・コ ン ピ ュー タを

想 定 し,開 発 の具 体 化 につ い ては,学 校 教育 問 題 部会(部 会 長 森 口繁

一 氏)で 検 討 す る こ と とな った
。

{2,7月1日.第1回 学 校 教 育問 題 部会 を開催 し.教 育 実 習 用 コ ン ピュ ー

タの コ ンパ イ ラ開発 を 如何 に具 体 化 す るか につ い て審議 した 結 果.コ ン

パ イラ開発 の コ ンテ ス トを行 うこ と とな った 。

応募 対 象 は.教 育実 習用 コン ピュー タの コンパ イラ開発 に熱 意 を有 す る

もので あれ は,専 門 家,非 専 門 家 の別 を問 わず 参 加 を認 め る こ とと した。
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(3,7月17日,第2回 部 会 を開催 し,コ ンパ イ ラ開発 コ ンク ー ル実 施 要

項(案)に つ き検 討 を行 な っ た。

(4)8月26日.部 会 委 員 の 他 に,国 産 の ミニ ・コン ピ ュー タ ・メー カ各

社 の 出 席 を得 て・ 本 コン ク ール に関 す る メー カ各社 の協 力 を要 請 す る と

ともに.コ ンパ イラ開発 コ ン クー ル の実 施 に関 す る具 体 的 細 目の 検 討 を

行 な った。

【5)9月28日,教 育 実 習 用 コン ピュー タの コンパ イラ開 発 コン ク ール審

査 準備 委 員 会 を 設置 し,メ ー カ9社 の協 力 を得 て実 施 要 項'実 施 日程,

公示 の方法 等 を決 定 した 。

この委 員 会 で 決定 を み た 実施 要 項(別 紙1).実 施 日程(別 紙2)に も

とつ い て11月 に公募 を 開 始 しだ。

{6)12月12日 公募 を 締 切9。 同 月t6日 第一 次 審査 委 員 会 を開 催 し,

書 類 審 査 お よび 使 用 機 種 の 割 当 を行 な った。応 募 状況 お よび 第 一 次 審 査

の結 果 は次 頁 表 †の通 りで あ る。

(7)2月3日.第2回 審査 委 員 会 を 開催 し,第 二 次審 査 の審 査 方 針 お よび

審査 方法 等 につ き検 討 を行 な った。

(8}今 後 の実施 予 定 は後 記 実 施 日程 の 通 りで,46年10月 に最 終 審 査 を

'完 了 す る方針 で
。作 業 を す 〉め てい る。

`

…/
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表1

応 募 状 況 第1次 審 査 結 果 、
機 種 型

借 用 自分で調達 借 用 自分で調達

OKLTAC-4300 1件 .5件 1件 5件

CEC555-4 1 一 2
一

TOSBAC-40 4 1 5 1

NEAC--M4 5 2 5 3

HLTAC-10 13 16 5 17

●

FACOM-R 8 3 5 4

MACC-7/S 2 2 .,3 2・

MGP-21 2 1

'

2 1 十

JEC-6 一
2

一 ・2

RTC-8 一 .2 一

1 2 ～

T-70 一 1 ぺ ∴ 一 1

DDP-316 一 .1 一
当 1

未 定 3 1 一 1

計 39件 37件 28件 40件

合 計 76件, ∴68件 ∫、

,,←

-
戊.・ 二 二'(

～

(〆 」

1×!・
ト

'(〉{'

●

イ

1
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.(別 紙1)

教 育 実 習 用 コ ン ピ ュ ー タ の コ ン パ イ ラ

開 発 コ ン ク ー ル 実 施 要 項

昭 和45年10月

〔 目 的 〕

電子 計 算 機 の コアに 常駐 す るFORTRANコ ンパ イ ラの開 発 に関す る コ

ンク ール を実 施 す るこ とに よ り,常 駐 コン パ イ ラの 必要 性 に対 す る社 会 の

認 識 を 高 め る と と もに,学 校 に お け る コ ン ピ ュー タ教 育 の 推 進 に寄 与 す る

こ とを 目的 とす る。

●

〔標 準 仕 様 〕

4Kワ ー ド(1ワ ー ド16ピ ヅ ト換 算)程 度 以 内 の ミa・ コ ン ピュー

タを使 用 し,そ の コア ・メモ リの一 部 に コ ンパ イ ラを常駐 さ せ、、残 りの 部

分 佼 目的 プ ロ グ ラ ムを作 り出 して,コ ン パ イル ・ア ン ド ・ゴー を行 な うこ

との 出来 るFORTRANコ ンパ イ ラを開 発 す る。

従 って.FORTRANのJIS規 格 の趣 旨 を尊 重 す るこ とは望2し い が,

そ の特 定 の 水準 に は捉 わ れず,将 来 あ るべ き高 等 学 校(商 業 高校,工 業 高

校 を含 む)等 の 教 科 内容 に よ く適 合 す る よ うな コ ンパ イラで.か つ,処 理

時 間 の短 い もの が望 まれ る。

〔応募 資格 〕

(1)教 育 実 習 用 コンパ イ ラの開 発 に熱 意 と実 力 を有 す る者 は すべ て 参加

で き る。(メ ー カ.ユ ー ザ.専 門 家,非 専 門 家 の別 は問 わ ない Φ)

② メー カの応 募 者 が,他 の メー カの機 種 に応 募 した場 合.第1次 審査

の段 階 で そ の可 否 を検 討 す る。

(3)個 人 の応 募 に限 定 せず,グ ル ー プ の応 募 も認 め る。

㈲ コ ンパ イ ラ開発 過 程 で の 個人 の グル ー プ化 お よび グル ー プの統 合 を

・Ll64一
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認 め る。

亀

〔応 募方 法 〕

●応募 期間

玲 申込用紙

請 求 先

● 申込 先

昭 和45年10月20日 よ り同 年12月12日 ま で 。

獣 財 経常情鞭 発協会
東 京 都 千代 田区霞 ケ関3-2-5

霞 ケ関 ビル30階 〒100

(電 話 東京58t"-640t)

同 上

(審 査 ▲

コンクールの審査 につ いては.専 門審査委員会 を設けて これ に当 るe審

査 は次の三 段階 とす る。だだ し.計 算機 を応募 者 自らが調達す る場 合 には.

1次 お よび2次 審査 は行 なわ ない。

{1)¶ 次審査(書 類審査)

書類審査 を行 ない.メ ーカ提供 の計算機使用可能 定員以 内に応募者

を限定 す る。

②2次 審査(中 間 審査 》

コンパ イラ開発の 中間段階(機 械 使用時間約10時 間後または約2

ヵ月後 の うちの早い方)で.開 発 可能性 の有無 を審査す る。

{3)3次 審査(最 終審査)

開発 成果 を最終的に審査す る。

〔 賞9

優 秀 な もの につ い ては.賞 状 お よび 賞金 を授与 す る。

そ の う ち最 優 秀 賞 は100万 円 とす る。

一165-一

」



(開 発 に関 す る条 件 〕

○ 使用 計 算機

コ ンパ イラ開発 に際 し使 用 す る計 算 機 は 国産 の ミニ ・コ ン ピュ ー タお

よび ミニbコ ン ピュー タ相 当 の もの とす る。"一

計 算機 を確保 す る方 法 と し て次 の2通bの 方法 が あ る。'

川 応 募 者 自らが計 算 機 を確 保 す る。

(こ の場 合 に はt次toよ び2次 審 査 は 行 なわ ない)

② メー カの協 力 を得 て計 算 機 を借 用 す る。 そ の 際.応 募 者機 械 提供 者

は お互 い に 良識 を もって 使 用 計 画,使 用 に関 す る諸 負担 等 につ き取 り

き めを行 な うこ と。

(こ の場 合 に は1次.2次 お よび5次 審 査 を行 な う)

四P

昌
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o計 算機 を提 供 す る メー カお よび 計 算 機 は 次 の通bで あ る。(50音 順) 喝

》

ン

番号 会 社 名 機 種 型 記憶 容量 所 在 地
連 絡 先

電 話 担 当

1 ア イ 電 子 測 器 株 式 会 社 AICOM・C-4 4KW×12ビ ッ ト
ア イ電子測器(株)内

府 中市白糸台2丁 目

0,423-

…

(63)4611
プ ロ グ ラ ム課

2 沖 電 気 工 業 株 式 会 社 OKITAC-4300 4KWx16ビ ッ ト
沖 電 気工 業(株)・ ソ フ トウェ ア事 業 部

港 区芝 浦4-10-12

(452)45口`

内 線2446

開発第三 グル ープ

和久 田

3 CEC中 央 電 子 株 式会 社 CEC555-4 4KWx12ビ ッ ト
CEC中 央電子(株)内

二

八王子市元本郷 町21

0426-

.・i

(23)12口

計算機研究室

奥 山

4 東 京 芝浦 電気株 式会社 TOSBAC-40 8Kバ イ ト=64Kビ ッ ト
東京芝浦電気(株)・ 東京 セ ンター

港 区芝西久保桜 川町

(580)7111`
内 線2180

数 理 シ ス テ ム諌
み ぶか

身 深

5 日 本 電 気 株 式 会 社 NEAC-M4 8KW×8ビ ッ ト

日本 電気(株)・ 電子 計 算 セ ン ター

東 京:港 区芝5-7-15

大 阪:大 阪 市 東 区北 浜5-22
新住 友 ビル2階

(453)5511

内 線4495

産業 オ ー トメー シ 習ン事 業 部

営業 技 術 課 坂 口

6 株 式 会 社 日 立 製 作 所 HITAC-10 4KWx16ビ ッ ト
水 道橋西 口会館 内

千代 田区三崎町2-20

(270)2111

内 線3527
ア プ リケ ー シ ョン シ ス テ ム 部

7 富 士 通 株 式 会 社 FACOM-R 4KW× り6ビ ッ ト
富士 通 コ ン ピュ ー タシ ョー ル ー ム

千代 田区 丸 の 内2-6-1
古 河 総 合 ビル1階

(216)3211
文教営 業部 業務課

桑原,佐 藤

8 松 下 通信工業株 式会 社 MACC-7/S 4KWx16ビ ッ ト
松下 通信工業(株)内

横 浜市港北区綱 島町880

045-
.・

(551)1231

制御 部 ・方式 開発課

三 浦

9 三 菱 プ レシ ジ ヨソ株 式会 社 MGP-21 4KW×32ビ ッ ト※

三菱 プ レシ ジ ・ン(株)・ 計 算 セ ン ター

千 代 田区丸 の 内2-12
三菱 電機 ビル7階

(1218)2474

＼
,

営業第三課

山 崎

※ 記 憶 装 置 はDiscで,容 量 は8Kワ ー ド相 当で あ るが,1命 令 が52ビ ッ トにわ た るの で,実 質 的 に は4Kワ ー ド相 当で あ る。
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o使 用 可 能 定 数 お よび時 間数

1機 穏 当b使 用 割 当 数(個 人 また は グル ー プの数)は5以 内 と し.

そ の割 当 の調 整 は 応募 者 の希 望 に も とづ き専 門審 査 委員 会 が行 な ち。

1人(ま た はtグ ル ー プ)当bメ ー カの提 供 時 間 は約100時 間(た

だ しP.T.Rcつ き。本 体 の使 用 時 間 のみ と し.オ フラ イ ン機 器 の 使 用

時 間 は 含 ま ない)と す る。

tた.1人(ま た は1グ ル ー プ)当bの 月間使 用 時 間 は がぴ時間 以

内 とす る。

O計 算 機 使 用場 所,使 用予 定 時 間

計 算機 を 使 用 す る場所 お よび使 用 予 定時 間等 につ い て舷.機 械提 供

者 と応募 者 との 交渉 に ま かせ る。

● 消耗 品

消耗 品 につ い ては.原 則 と しで計 算 機 提 供時 間 内は機 械提 供 者 の 負

担 とす る。

○ メー カ の技 術 的援 助

{t),② を通 じ て使 用機 の メー カの あ る程 度 の技 術 的 援 助は認 め る。

〔開 発 成 果 の取 扱 い 〕

完 成 した コ ンパ イラの外 部 仕様 とそ の 性 能 は公 知 公 用 の知 識 としeロ ン

パ ィ ラの中 味(コ ー デ ィ ン グ)に つ い ては 開発 者 に所 有 権 が あ る もの とす

る。

開発 した コ ン パ イラの取 得 につ い て は,当 該 コ ンパ イラの 開発 に専 ら機 械

を提 供 した メー カに 第1次 交渉 権が あ る もの とす る。

交 渉 は,メ ー カ と本 人 との 直 接 交 渉 に ま かせ る.

〔基 本 的態 度 〕

この コン クー ル は ・ あ くまで そ の 成果 が社 会的 に役 立つ こ とを狙 い とす
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る もので あ るか ら,応 募 者 と機 械 提 供 者 との 間 の折 衝 は,お 互 い に紳 士 的

に,良 識 を も って行 な う もの とす る。
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(別 紙2)

45年

10月 初

11月 末

12月 初

12月 半

46年

2月10日

4月10日

4月 半

9月 末

10月 初

11月 半

t1月 末

実 施

公 示(公 募 開始)

応募 締 切

1次 審査

コ ン クー・ル 開 始

機械時間提供開始

中間成果の提出締切

2次 審査

最終成果の提出締切

最終審査

審査結果の発表

授 賞 式

日 ・程
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